
平成２３年　 14：46　地震発生

３月 １１日

　　中南部下水道事務所（阿武隈川下流流域下水道）

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

地震直後の執務室 地震により、地盤の沈下が発生

液状化現象（地盤の沈下・湧水） 液状化現象（地盤の沈下・湧水）

水処理施設の覆蓋（飛散・破損）液状化現象（地盤の沈下）

・地震発生後、直ちに被害状況調査を実施したが、大津波警報が発令された為、調査を中

断して、管理棟へ避難した。（避難総数４９名）
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平成２３年　 15：50頃　津波発生 （津波襲来状況連続写真）

３月 １１日

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

①（津波が防風林を超える） ②（一気に水位を増す津波）

③（津波高さが大きくなり処理施設を飲み込む） ④（浮力によりガスホルダーが転倒、浮遊）

⑤（管理棟に向けて流れてくるガスホルダー） ⑥（管理棟に接触後、場外へ流出）

⑦（更に水位上昇） ⑧（場外へ流されていくガスホルダー）
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平成２３年　

３月 １１日

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

押し寄せる津波 防風林が津波により流出

津波発生前

津波発生後

ガスホルダー

設置箇所

①津波により流出した防風林

②直線距離約１．３ｋｍ流されたガスホルダー

③大部分が流出してしまった集落

④広範囲に冠水している水田

⑤直線距離約１．４ｋｍ流された重油タンク

①②

③④

重油タンク

設置箇所

⑤
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平成２３年　 ・津波襲来後の状況

３月 １１日

３月 １２日 玉浦小学校に一時避難

３月 １３日 現地調査開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

水処理施設 汚泥濃縮施設

２Ｆ執務室 ２Ｆ執務室

津波到達時刻で停止する時計
管理棟
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平成２３年　

３月 １３日

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

倉庫

送風機棟内部 第二脱水機棟汚泥貯留施設

被災した職員の車

汚泥燃料化施設内部汚泥燃料化施設北東壁面

約１．３km先の市道まで流出したガスホルダー 地下管廊浸水状況
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平成２３年　

３月 １３日

歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）年　月　日

管理棟正面階段付近

西側進入道路

汚泥燃料化施設内部

倉庫

塩素滅菌棟 第１系列最終沈殿池

汚泥高速発酵施設

汚泥高速発酵施設
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平成２３年　

３月 １３日

３月 １５日 仮設資材搬入開始

溢水対策に必要な排水ポンプ、ホース類、発電機等の搬入を開始した。

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

第二脱水機棟 水処理脱臭設備

汚泥燃料化施設北西壁面 場内散乱物

発動発電機搬入

仮設排水ポンプ搬入 発電機用燃料
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平成２３年　 溢水対策

３月 １６日

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

汚水ポンプの機能停止により、マンホールから溢水が発生。溢水対策として、流入ゲート前に

仮設ポンプを設置した。

沈砂池ポンプ棟流入ゲート室 幹線マンホールからの溢水

流入ゲート前からの排水排水準備中

赤江側への緊急放流
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平成２３年　 溢水対策

３月 ２３日

３月 ３０日 流出したガスホルダーの撤去開始

４月 ２日 仮設沈殿池使用開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

場内にあるマンホールを一部撤去し、赤江川までの仮設排水路を設置して流下してくる下水

を放流した。

場内に仮設沈殿池を設置。仮設ポンプで汚水を流入させて、沈殿＋消毒処理により放流開

始。

上部を撤去したマンホール 赤江側への緊急放流
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平成２３年　 名取ポンプ場仮設ポンプ設置により排水開始

４月 １１日

４月 １７日 仙台ポンプ場受電切替

５月 １２日 名取ポンプ場№１．２汚水ポンプ運転開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

地震により場内が陥没し，埋設されていた電気配線が破損したため，仮設の電気配線を敷設

し，受電を開始した。

応急工事により仮復旧した№１．２汚水ポンプの運転を開始した。これにより，場内仮設ポン

プによる送水及び増田川への仮設排水を停止した。

浸水した電気設備に代わる仮設電気設備

による運用開始

主要部の部品交換やモーター洗浄等の

応急復旧工事による暫定的なポンプ運転

の開始

場内の初期対応ゲート前に仮設ポンプ（高

揚程水中ポンプ１７台）を設置し、調圧水槽

まで揚水することにより、応急的に排水を開

始した。 調圧水槽までの仮設配管

電気配線仮設状況
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平成２３年　 亘理ポンプ場２４時間現場監視操作開始

５月 ２０日

６月 ６日 仮設導水管を使用した№１，２，３汚水ポンプ連続運転開始（約６４ｍ3/分）

５系2/2からの沈殿放流開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

主要部の部品交換やモーター洗浄等の応急復旧工事による暫定的なポンプ運転の開始

仮設導水管（φ900ポリエチレン管）によるポンプ棟から水処理施設第５系列最初沈殿池へ送水開始

未供用土木躯体を仮設沈殿池として使用した一次沈殿

亘理ポンプ場が復電し、２４時間体制で

の現場監視操作を開始した
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平成２３年　 仮設導水管を使用した№４，５汚水ポンプ運転開始（約１２８ｍ3/分）

６月 ７日

７月 １３日 仙台ポンプ場汚水ポンプ運転開始（約２７ｍ3/分）

７月 １５日 水処理５系－１／２系列の簡易処理開始

　応急工事により復旧した初沈・終沈汚泥掻き寄せ機と仮設ルーツブロアによる簡易曝気を実施

　し簡易処理を開始した。

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

仮設ルーツブロアによる簡易曝気

主要部の部品交換やモーター洗浄等の応急復旧工事による暫定的なポンプ運転の開始

４台設置されている汚水ポンプのうち２台について運転を開始した

５系－１／２系列での水処理開始
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平成２３年　 水処理５系　5-1返送汚泥ポンプ運転開始

７月 ２３日

９月 １０日 名取ポンプ場受電設備仮設から本設に切替

９月 １９日 台風１５号による被害

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

１５日から供用した水処理５系列の汚泥返送を開始した

仮設受電設備で供用していた電気設備を本設に切り替えた

台風１５号による大雨の影響で，水処理管廊が浸水し，災害復旧工事中の砂ろ過施設付

帯のポンプ設備が再度被災した。
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平成２３年　 水処理１系－１／２系列の簡易処理開始

１１月 ７日

１１月 ２４日 １系1/2、５系1/2生・余剰汚泥引抜及び№１重力濃縮槽運転開始

№３砂ろ過施設運転開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

７月から稼働した５系－１／２系列と同様に１系列－１／２系列についても仮設ブロアに

よる簡易曝気を開始した。これにより１系列分の水処理施設が稼働となった。

簡易曝気により運用していた水処理施設から生・余剰汚泥の引き抜きを開始し，№１重

力濃縮槽の運転を開始した。

台風１５号による雨災の影響で復旧が遅れていた№３砂ろ過施設について，復旧完了し

運転開始となった。これにより，場内用水の供給が可能となった。
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平成２３年　 №３，４ベルトプレス脱水機運転開始

１１月 ２８日

２９日

平成２４年 　 水処理施設分水槽使用開始（分水槽～５系列への通水)

３月 １２日

３月 ２２日 ５号汚水ポンプ運転開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

砂ろ過施設の復旧に伴い，本格的な汚泥処理の再開となるベルトプレス脱水機の運転

を開始した。これにより，１１月３０日から脱水ケーキを搬出（初日：日本環境向け２１ｔ）す

ることが出来た。

沈砂池ポンプ棟から水処理施設を結ぶ導水管（φ1200）が復旧

したことに伴い，分水槽の使用を開始した。

本復旧工事が完了した５号汚水ポンプ（64m3/h）の運転を開始した。
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平成２４年 　 １号汚水ポンプ運転開始

３月 ２４日

４月 １３日 ２号汚水ポンプ運転開始

４月 １８日 水処理施設第２系列供用開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

本復旧工事が完了した１号汚水ポンプ（16m3/h）の運転を開始した。

本復旧工事が完了した２号汚水ポンプ（16m3/h）の運転を開始した。

平成２３年７月から仮設送風機設備により実施してきた「簡易曝気処理」から、送風機設

備の復旧により、水処理施設段階的復旧の最終段階である生物処理に移行した。

水処理２系列最初沈殿池被災状況 水処理２系列最初沈殿池復旧状況
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平成２４年 　 ４号汚水ポンプ運転開始

５月 ２日

５月 ２３日 水処理第３系列供用開始・マスコミ公開

５月 ２８日 №３重力濃縮槽使用開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

本復旧工事が完了した４号汚水ポンプ（64m3/h）の運転を開始した。

水処理第３系列の供用開始に合わせ、浄化センターの復旧状況をマスコミ公開した。

菅原下水道課長による第３系列通水開始 最初沈殿池通水開始状況

№３重力濃縮槽の立ち上げにより，全３槽のうち２槽が稼働となった。
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平成２４年 　 生汚泥スクリーン使用開始

５月 ２９日

５月 ３１日 第１脱水機棟遠心脱水機運転開始

６月 ２日 №２砂ろ過施設運転開始（２台運転）

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

ポンプ等の補機類の災害復旧工事が完了した第一脱水機棟の遠心脱水機が稼働した

ことにより，既に稼働していたベルトプレス脱水機２台と合わせて３台体制となった。

№２砂ろ過施設の稼働により，先行して復旧していた№３砂ろ過施設と合わせて，２台運転

での場内用水の供給が可能となった。

洗浄水の供給停止に伴い運転を停止していた生汚泥スクリーンが運転開始した。

復旧した№1-1遠心脱水機
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平成２４年 　 ３号汚水ポンプ運転開始

６月 １２日

６月 １８日 重力濃縮設備復旧完了

６月 １９日 送風機設備復旧完了

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

本復旧工事が完了した３号汚水ポンプ（32m3/h）の運転を開始した。

これにより，５台全ての汚水ポンプが復旧し，震災前と同様の能力となった。

生物処理を行うために必要な空気を送る送風機は、全５台が復旧し、震災前と同等の送

風能力（50m3/min×1台，175m3/min×2台，290m3/min×2台）になった。

送風機設備被災後ガレキ・土砂堆積状況 送風機設備復旧完了

水処理施設（最初沈殿池）から引き抜かれた汚泥を重力により濃縮する重力濃縮設備

は、全３槽が復旧し、震災前と同等の能力になった。

重力濃縮設備被災後状況 重力濃縮設備復旧完了
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平成２４年 　 水処理１系－２／２系列供用開始

７月 ９日

７月 ３１日 水処理４系列供用開始(水処理施設復旧完了)

８月 １日 №１沈砂池設備供用開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

被災時に耐震対策工事として施工していた水処理１系－２／２系列の運転を開始した。

これにより，水処理施設４．５系列の内３．５系列分が稼働となった。

水処理施設第４系列の供用開始により、全系列復旧完了となった。

水処理施設第４系列 最終沈殿池水処理状況

流入した汚水から砂分等を除去する沈砂掻揚機全２台のうち１台が復旧した。

№１沈砂掻揚機復旧状況
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平成２４年 　 №１～３機械濃縮設備供用開始

８月 ２日

８月 ６日 №２沈砂池設備供用開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

沈砂掻揚機全２台が復旧し、震災前と同等の能力となった。

水処理施設（最終沈殿池）から引き抜かれた汚泥を遠心力を利用して濃縮する遠心濃縮設

備は、全３機が復旧し、震災前と同等の能力になった。

機械濃縮設備被災後状況

機械濃縮設備復旧状況

№１沈砂掻揚機復旧状況
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平成２４年 　 『夏休み親子で体験学習』を開催

８月 １１日

９月 ２９日 放流渠復旧完了

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

県南浄化センターの災害復旧状況や下水道の仕組みの理解の他、それぞれの見学先での

震災以降の取組・復旧の状況など、震災からの復興状況を体感いただくことを目的として、抽

選により選ばれた流域市町の３０組７４名を対象に、指定管理者の主催により開催された。

災害廃棄物処理施設（岩沼処理区）見学

県南浄化センター 下水道の仕組み説明 県南浄化センター 場内施設見学

鐘崎ベル・ファクトリー見学

キリンビール仙台工場見学

仙台空港ビル 震災対応・復興状況説明

浄化した水を太平洋に放流するための放流渠は、津波により消波ブロックの飛散・沈下など

の被災を受けたが、震災前と同等に復旧した。

被災状況 復旧状況
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平成２４年 　 第一・第二脱水機棟復旧完了

１０月 １０日

１１月 ９日 管理棟復旧完了

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

ベルトプレス脱水機２台，遠心脱水機３台の脱水機設備が設置されている第一・第二脱水機

棟が復旧した。

津波の襲来により、電気室内の全ての

配電盤等の設備が被災した

電気室を守るため全ての窓をコンク

リートにより閉塞し復旧した

設備の搬入口などの大きな扉については、耐水扉を設置し復旧した

津波により、２階床上まで浸水被災した管理棟が復旧した。

１階正面玄関被災状況 １階正面玄関復旧状況

ガスホルダーの衝突により被災した３

階東側バルコニー
３階東側バルコニー復旧状況
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平成２４年 　 自家発電設備復旧完了

１２月 ２５日

平成２５年 第二脱水機棟脱水機設備復旧完了

１月 ２２日

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

非常用自家発電設備２台が復旧し、停電時における処理機能の確保が震災前と同等に復旧

自家発電設備被災状況

第二脱水機棟に設置された遠心脱水機２台が復旧し、脱水能力が震災前と同等に復旧した。

復旧した遠心脱水機２台

自家発電設備復旧状況
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平成２５年 汚泥燃料化施設試運転開始

２月 ２６日

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

汚泥燃料化施設復旧工事の主要機器類の据え付けが完了し、試運転を開始した。

被災状況全景 復旧状況全景

南側壁面被災状況 南側壁面復旧状況

試運転開始
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平成２５年 汚泥消化施設復旧完了

３月 ２２日

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

基礎杭の破断により，立て替えとなった消化汚泥加温棟が完成し，汚泥消化に関連する施設

が全て復旧した。

ガスブロワー棟被災状況

（右下は基礎杭破断状況）
消化汚泥加温棟復旧状況

消化槽復旧状況

（ガスブロワーから機械撹拌への変更）
ガスタンク復旧状況

余剰ガス燃焼装置復旧状況 乾式脱硫装置復旧状況
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平成２５年 県南浄化センター下水道災害復旧完工式開催

３月 ２２日

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

被災した全ての施設について災害復旧工事が完了し，震災前と同様の下水処理が可能と

なったため，『「甦る水」の再生県南浄化センター下水道災害復旧完工式』を開催した。

主催者挨拶 三浦秀一副知事 来賓挨拶 谷 公一復興副大臣
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平成２５年 県南浄化センター震災復興祈願　桜植樹祭　開催

３月 ２３日

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

県南浄化センターの災害復旧工事完了に伴い，宮城県の復興を強く後押しいただいている小

林製薬株式会社様の震災復興支援活動「宮城サクラ絆プロジェクト」の一環として、５０００万

円の寄付金をいただき，当日は，県南浄化センター場内に１００本の大島桜を同社社員ボラ

ンティアの方々と共に植樹した。

目録贈呈
小林製薬（株）山根聡常務取締役～橋本潔土木部長 植樹記念碑

山根常務・野本事業部長・

中村仙台小林製薬(株)社長による

記念植樹

橋本土木部長・菅原下水道課長・

今福事務所所長による記念植樹
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平成２５年 下水汚泥燃料化物売買契約締結式開催

３月 ２８日

４月 県南浄化センター震災復興祈願　桜植樹祭の桜開花

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

東日本大震災の影響で中断されていた日本製紙株式会社様との下水汚泥燃料化物の売買

契約にかかる締結式が執り行われた。下水を処理する過程で発生する汚泥については，そ

のままでは廃棄物となってしまうが，汚泥燃料化施設で製造される燃料化物は，有価物として

売買出来るとともに，汚泥の有効利用にもなる。

３月２３日に開催した『県南浄化センター震災復興祈願桜植樹祭』で植樹した１００本の大島

桜が開花しました。
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